
第2回 愛マップ・プロジェクト 
2013年6月16日(日) 

午前10時00分～午後12時00分 
小牧中学校 多目的室 



●城下先生から始めのお話し 
 
小牧はいったい誰が作ってきたのでしょう。 
実はその時、その時に関わることができた人が町を作ってきたのです。 
 
私たちが今やろうとしていることは、今まで町づくりに関わってきた人の工夫を知り、
これからの人のためにそれを伝えていこうという仕事です。 
 
毎回、来れなくても気にすることはありません。 
その時、その時に関わることが可能な人で、つないでいけばいいのです。 
「来る人は拒まず、去る人は少しだけ追う」という精神で頑張っていきましょう。 

●第2回参加者数 
 
新規参加者 3名 
合計 18名 

●グループ分け 
 
ランダムにグルー
プ分け（4班） 



●前回の活動内容 
 
班ごとに、校区地図の区分けをした 
みんなが注目した「小牧山の見るところ」について意見を出し合った 
前回の区分けは「6つ」と「8つ」に分かれた 
各班で共通していたところ「合瀬川沿いのタテライン」 
3、6班は小牧山周辺の分け方が違っていた 
（なぜ？）「小牧山は見るものがたくさんある」と「小牧山はそれほど 
     見るところがない」との意見の違いで、区分けが変わった 



●今回の活動内容 
 
まち歩き用の区分けを決定する 
小牧山周辺の区分けをどうするか？ 
（小牧山を見て歩くのに時間がかかるか？） 
  そうでもないという意見が多数 
  →それなら「小牧山を含めた区分け」にすることに決定 

前回の区分けで共通していた部分が6つ 
小牧山周辺を2つに分けて、区分け最終
案は「7つ」で決定！ 

ただし⑦について
は、校区以外の場
所が多く含まれて
いるため、改めて
検討する 



●まち歩き用の地図を作ろう 
 
①各班ごとに、決定した「区分け地図」を白地図に写して作成 
②それぞれの区分け部分で「見所」や「特徴」を考える 
③「区分け地図」に、考えた意見を「ふせん」を使って書き込む 
 
●「ポジ出し」をやってみよう 
 
それぞれの「良いところ」を「より具体的に」出してみる 
例えば「田んぼが多い」→ だからどうなのか？を考える 

良いところは探し
やすいかな？ 
たくさん意見を出
してみよう 



みんなで
「ポジ出
し」を、
一生懸命
考えまし
た 

実は、大人も楽しく（真
剣に！）参加しています 

先生も飛び入り参加 



●それぞれの区分けの特徴「ポジ出し」を発表 
 
①田んぼが多い。生き物が多い。消防署があるので安全で安心。お店が多い。 
②工場と家が多い。住宅が多く、人が多い。お店が多い。病院があり、子どもに優しい。 
③歴史的な物が多い。小牧山がある。人が多い。アピタがあり、楽しい。 
 小牧山を登る人が多い。観光地。 
④公共施設が多い。メナード美術館がある。人が多い。商店街。マンションやビルが 
 多い。市の中心的な場所。 
⑤田んぼが多い。工場が多い。排気ガスが多い。お店が多い。人が集まる場所が多い。 
 大きなスポーツ店がある。 
⑥住宅地。市民病院がある。パチンコ店の大きな駐車場がある。暗い道がある。便利。 
 交番があり安心。 
⑦保留（一部は校区になるので、どう扱うか検討する） 



●「まち歩き」がよく使われる場面 
 
1.観光 → まちを歩いて観光する 

2.パトロール → 川崎で1990年代に路上生活者 
        支援のために行った 

3.防災、減災 → 防災マップ作り 

4.地域学習 → 地図にない発見がある 

5.研究、制作、趣味 → 調べたことを作品にする 



●原さんの作品（長者町） 
子どもたちとまち歩きをした結果を、作品と
して残した。 ●まち歩きの共通点は「街を見ること」 

●まち歩きで「マップ」を作るときの6W1H 
 
・What：目的・意義・内容は何？ 
・Who：誰が作るの？ 
・Whom：誰が使うの？ 
・When：いつ使うの？（時間帯、曜日、季節、状況） 
・Where：どんな環境で使うの？（インターネット 
      接続状況、場所） 
・Why：なぜ、それを使うの？ 
    （なぜ紙ではいけないの？） 
・How：どのように使うの？ 



●「まち歩きマップ」が完成しました 
 
みんなの意見をもとに、7つの区分けの「まち歩きマップ」が完成 

 
●みんなの感想 
 
感想アンケートには、以下の項目を記入してもらいました。 
 ⒈ 自宅エリア 
 ⒉ まち歩きでどのエリアを歩いてみたいか 
 ⒊ 何を見たいか 
 ⒋ その他 
 
1の自宅エリアと2の歩いてみたいエリアが同じ生徒が多いかな？という予想は、見事に
はずれました。ほとんどの生徒が、自宅エリアではない、他のエリアを歩いてみたいよう
です。 
 
次回は、「ポジ出し」の反対の「ネガ出し」をして、良い点・悪い点の整理をします。そ
の後「歩いてみたいエリア」別の班を作り、実際に歩くときには「どこに注目するのか」
を具体的に決めていく予定です。 
 

●次回予告 ７/３０（火）10：00～12：00 多目的室 
 


